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茨城県 阿見町 住宅型有料老人ホームグランヒルズ阿見

グランヒルズ阿見は「住宅型有料老人ホーム」ならではの自由度の高い、
質の高い生活を満喫できます。
自然豊かな環境に囲まれ、お天気の良い日は中庭のテラスでくつろいだり、
近所を散歩したり、ゆったりした日々をお過ごしいただけます。

24時間365日、看護師・介護士・生活相談員等の当社スタッフが常駐し
対応するので安心です。定期的な見回りを行い、昼夜問わずナースコールで
緊急事態にも迅速対応。オンコールで専属の訪問診療医師が対応します。
全入居者様に毎日お声がけをし、万全の見守り体制を整えています。

住宅型有料老人ホーム
グランヒルズ阿見

取締役 施設長 看護師

常盤 朝子 様

茨城県で一番最初にぴったりシーツを導入された施設様です

訪問看護ステーションの多機能化と多職種連携で高齢者を支える！

～住宅型有料老人ホームと看多機で看取りの多様化に備える～

常盤 朝子 氏 ●株式会社コメディコつくば 取締役

主催 公益財団法人日本訪問看護財団

《実践報告》

訪問看護制度30周年記念

訪問看護サミット２０２２

ライブ配信令和4年 11月 12日

住宅型有料老人ホーム グランヒルズ阿見

茨城県稲敷郡阿見町荒川本郷1854-20

☎ 029-896-3731

訪問看護サミットで常盤施設長の講演が決定しました！

グランヒルズ阿見では2018年2月から全居室にてぴったりシーツを
使用しています。導入した直後には介護職員の「シーツ交換がとても
楽になった！」という声が笑顔と共に相次ぎました。

以前はフラットシーツを使用していましたが、ピン！とシワひとつな
くマットレスに敷く技術を教えるのに一苦労でした。

それが、ぴったりシーツを使うと10秒程度で仕上がるのです。シワひとつなく交換するための技術はほぼありません
し、技術がいらないので教える時間もいりません。

先日も看護師教育に「シーツ交換という基礎技術はもういらないのではないか」と、ある病院の看護師長さんと話が盛
り上がりました。果たしてそれは行き過ぎた話でしょうか？

人手不足の昨今フラットシーツでの交換技術継承は本当に必要でしょうか？
モノで技術を簡単に超えられるのであればそれも一つの選択肢ではないかと思います。

ぴったりシーツのおかげで、労力は半減しましたし、時間も節約になりました。
そうするとどうなるかというと必然的にご利用者様のベッドサイドに行く時間は増えるわけです。人手不足を見越して
採用しましたが、思った以上の恩恵をいただいています。

新しく入ってきた職員も、ぴったりシーツを使用すると必ず「ここではシーツ交換が楽ですね」と言ってくれます。

何と言っても茨城県で一番初めに導入した事は、私たちの自慢でもあります。

寄り添う時間を増やす、ぴったりシーツ

これからの標準
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株式会社コメディコつくば

あさひの杜
Aging in Place

訪問看護ステーション

看護小規模多機能型
居宅介護事業所

住宅型有料老人ホーム

住宅型有料老人ホーム

訪問介護ステーション

企業主導型保育園

https://www.comedico.jp/

～あさひの杜～

■ 花くじら保育園

■ 訪問介護ステーション ファミリア■ 看護小規模多機能型居宅介護さくらす

■ 訪問看護ステーション グリーン■ 住宅型有料老人ホーム グランヒルズ阿見
茨城県稲敷郡阿見町荒川本郷1854-20

☎ 029-896-3731

Aging in place（エイジング・イン・プレイス）

～ 住み慣れた故郷で 自分らしく最期まで ～

茨城県阿見町の
地域包括ケア（介護・看護）

株式会社コメディコつくば

代表取締役社長
富樫 雄一 様

ペンギン（さくらす所蔵）
花くじらと仲間たち

（グランヒルズ阿見所蔵）
花くじら

（花くじら保育園所蔵）
シロクマ（さくらす所蔵）

（現代美術作家 木村美帆氏の作品です）

■グランヒルズ阿見様はリネンのリースで、看多機さくらす様は買取で、
ぴったりシーツをご採用いただき、訪問看護ステーション グリーン様では、
在宅の利用者様に勧めていただいております。

敷地2600坪に既存の住宅型有料老人ホーム「グランヒルズ阿見」に加えて、看多機「さくら
す」、事業所内保育園「花くじら」を加えた「あさひの杜」は地域包括ケアの一翼を担います。

住み慣れた故郷で、Care（介護・看護ケア）を受けながら自分らしく、最期まで
暮らしたい、そんな想いを叶えるために「あさひの杜（もり）」を開業しました。

施設を取り巻く豊かな自然と数々のアート（壁画）は住む方、働く方の癒しをいざない
“ Aging in place ” （住み慣れた故郷で 自分らしく最期まで ）を実現します。

ぴったり Vol.016通信
茨城県 阿見町 株式会社 コメディコつくば

在宅から介護施設まで、様々な場面でぴったりシーツを取り入れていただいています
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